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高曲げ強度コンクリートの
空港舗装への適用性

八谷・坪川・松崎（空港施設研究室）

亀田（新東京国際空港公団）

佐々木・栩木（セメント協会）

背景

航空機の大型化・高頻度化
舗装の構造強化必要

性能設計
規定強度以上の材料使用

高曲げ強度コンクリートの適用高曲げ強度コンクリートの適用高曲げ強度コンクリートの適用高曲げ強度コンクリートの適用

制約条件
省資源特殊材料不使用

建設コスト縮減：一般的な施工方法

一般化（基準化）：全国で一般的に入手可能な材料

高強度化：曲げ強度対象のものはない
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内容

室内試験

基礎物性：力学特性，ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨ

最適配合：仕上げ性能

試験施工

施工性：高強度・通常強度区画，施工状況

施工後調査：FWD，表面性状

構造設計：乾燥収縮，室内疲労強度

室内配合試験
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曲げ強度（N/mm2)

30① 30② 30③ 30④ 30⑤

G1 宮野産硬質砂岩 40-05砕石 
G2 糸魚川産硬質砂岩 40-05砕石 
G3 初狩産安山岩 40-05砕石 
G4 秩父産石灰石 40-05砕石 

G5 笠間産硬質砂岩 40-20砕石と 
伊佐町産石灰石 20-05砕石を等量混合 
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振動ﾜｰｶﾋﾞﾘﾃｨ / ﾐﾆﾌｨﾆｯｼｬ試験

ミニフィニッシャ試験の状況
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最適配合
単位量(kg/m3) 

配合 
W/C 

(%) 

VG 

(m3/m3)

s/a

(%) W Ｃ Ｓ G 

A 

B 
30 0.70 35.5 135 450 627 1176

 

配合 
高性能 AE減水剤

(C×%) 

凝結遅延剤

(C×%) 

空気量調整剤

(A) 

A 0.625 4.5 

B 0.80 
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試験舗装
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施工方向

D

FWD載荷試験位置（i、j、cは中央部、目地部、隅角部の意味）
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時
分

材料搬入
荷卸し
スプレッダ
インナーバイブレータ
鉄網敷設
材料搬入
荷卸し
スプレッダ
フィニッシャ
縦仕上げ
フロート仕上げ
箒目仕上げ
養生剤散布
養生マット敷設
散水
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スプレッダ
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施工進行表

ひび割れ状況

AAAA BBBB CCCC

施工方向施工方向施工方向施工方向

DDDD

1日目施工範囲日目施工範囲日目施工範囲日目施工範囲
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ひび割れ調査／ FWDたわみ

深さ (mm) 
番号 最大幅 

(mm) 超音波 コア
1 0.4 20 73 
2 0.6 － 114
3 0.9 57 105
4 0.9 50 119
5 1.4 37 125
6 1.1 45 108
7 1.5 57 131
8 1.1 45 109
9 0.6 15 48 

番 号 0D  
(m m ) 

1  0 .2 9 2  
3  0 .2 6 1  
8  0 .2 4 0  
8 ' 0 .2 4 0  
9  0 .2 2 4  
9 ' 0 .2 0 9  
8', 9': 健全部

ひび割れ原因調査
 

養生① 養生② 養生③ 養生④ 



All Rights Reserved, Copyright (C) 2004, National Institute for Land and Infrastructure Management 

7

疲労性状／乾燥収縮
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自由端より0.25m
 C区画 
 D区画 

まとめ

成果
施工方法

• 通常と同様の方法可能

• 養生時間：通常よりも厳密管理

設計法
• 構造，平面形状：通常と同様の方法可能

実務への影響
材料，設計：性能規定化実現へ貢献

報告としたい理由
新規性・完成度・有用性の観点


